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市章の由来
富士山の見える市ということで市章の中央に富士をおき、

周囲に3本の川（荒川、 新河岸川、 柳瀬川）と旧3か村

（鶴瀬村、 南畑村、 水谷村）の合併を意味した円を配し、

富士見を象徴したものです。

沿 革
明治22年4月

昭和31年9月30日

昭和39年4月 1日

昭和47年4月10日

町村制が施行され、 鶴瀬、 南畑、 水谷の各村が発足

鶴瀬、 南畑、 水谷の3村が合併して富士見村が発足

富士見村が町制を施行し、 富士見町が発足

富士見町が市制を施行し、 富士見市が発足

市の木『けやき』
けやきは、 古くから富士見市に自生しており、 現在においても市内でよく見かけます。

成長が早く雄大な樹姿は、 富士見市の発展との結びつきを感じさせます。

また、 昔は一本のけやきが一家の生計を救うこともあったという貴重な木でもあります。

市の花『ふじ』
優雅さと気品をそなえており、 ひとつひとつの花が集まって咲く様子が、 人と人との語り

合いや団結を感じさせ、 富士見市民がひとつひとつの花のように思われます。

市のマスコットキャラクタ ー 『ふわっぴー』
市制施行40周年記念事業のマスコットキャラクタ ーのデ

ザイン募集にて、 14 3点の応募の中から選ばれたキャラク

タ ーです。 平成24年4月10日に行われた市制施行40周
年記念式典で市民のみなさんの前に初登場しました。

富士見市の魅力をひとりでも多くの方に知っていただける

ように、 元気な笑顔で活動していきます。

「ふわっぴー 」は、 富士見市に住む4オの双子の兄妹。

おじいちゃん、 おばあちゃん、 お父さん、 お母さんの6人家族で、

農業をして暮らしています。 畑では野菜や果物をたくさん作っています。

市の鳥『かわせみ』
かわせみは、 市内を流れる新河岸川、 柳瀬川、 びん沼川などの水辺でよく見られ、 頭から

背中にかけて翡翠（ひすい）色、 お腹はオレンジ色をしている色鮮やかな鳥です。

また、 くちばしは小魚などを捕まえるために大きく、 その姿は愛嬌（あいきょう）があり、 誰
からも愛され、 親しまれる鳥です。

未来に向かってキラリとかがやき続ける市をイメ ージし、自然愛護のシンボルとしてもふ

さわしいことなどから、 市の鳥に定められました。
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スポ ー ツ振興健康増進都市宣言

（昭和51年12月22日決議 富士見市議会）

豊かな緑と太陽、健康な心とからだをめざし、健康で明るいまちづくりは、 市民みんなの

願いです。

私たち富士見市民のひとりひとりがすすんでスポ ー ツに親しみ、スポ ー ツを通しておたが

いの交流と連帯の輪をひろげ、健康増進運動を進めることを誓い、 ここにスポ ー ツ振興健康

増進都市の宣言をします。

昭和52年9月30日 富士見市

非核平和都 市 宣 言

（昭和59年6月16日決議 富士見市議会）

私たちは、 何よりも家庭の平和を願い、 世界の平和を願っています。

しかし地球をおおっている核兵器は、 世界の平和と安全を脅かしています。
私たちは、 広島・長崎の過ちを再び繰り返させてはなりません。
私たちは、 平和憲法を大切にし世界中の人びとと手をつなぎ核をもつすべての国に「今す

ぐ核兵器を捨てよ」と訴えます。

この市民の声と願いを非核平和都市富士見市の宣言とする。

昭和62年7月19日 富士見市
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環境にやさしい都市宣言

富士見市は、 武蔵野台地と荒川低地が出会う、豊かな自然のなかで、幾世代もの人の営

みと自然が調和した文化と歴史を育んできました。

しかし、 近年の生活様式の変化に伴い、 自然環境に深刻な影響を与えています。

私たちは、かけがえのない地球環境を守り、人と自然とが共生できる豊かな生活の創造を

めざし、 ここに、 環境にやさしい都市を宣言します。

私たちは、 自然環境との共存を大切にし、 緑豊かなまちづくりに努めます。

私たちは、 地球の限りある資源を大切にし、 循環型のまちづくりに努めます。

私たちは、 生活環境を大切にし、 住みよい、 きれいなまちづくりに努めます。

私たちは、 快適な環境を大切にし、 うるおいのあるまちづくりに努めます。

私たちは、 次世代へ引き継いでいく心豊かな活力あるまちづくりに努めます。

平成12年4月10日 富士見市

富士見市ゼロカ ー ボンシティ宣言

～ 市民 ・ 事業者 ・ 行政の協働による脱炭素社会の実現に向けて ～

富士見市では、平成12 (2000)年4月10日に「環境にやさしい都市宣言」を行い、市民 ・

事業者 ・ 行政が一 丸となって、 自然環境の保全に取り組んできました。

特に、 ごみ減量化の取組みでは、 市民や事業者の地道な努力により、 埼玉県内の市では、

1 人1日当たりのごみ排出量の少なさは、 常に最上位となっています。

このような中、近年、地球温暖化の影響とみられる異常気象による災害が国内外で多発し

ており、 気候危機というべき深刻な状況にあります。

2018年に公表された気候変動に関する政府間パネルの特別報告書では、2015年に合意さ

れたパリ協定を踏まえ、2050年までに二酸化炭素の実質排出量をゼロにすることが必要と

され、 政府においても、2050年までにカ ー ボンニュ ー トラルを目指すことを宣言していま

す。

富土見市においては、地球温暖化という一刻の猶予もない課題に対し、脱炭素社会の実現

に向けた取組みの更なる推進が求められています。

2050年は遠い未来ではありません。 水と緑に恵まれた暮らしやすいこの富土見市を、 次

世代にしっかりと引き継ぐため、 市民 ・ 事業者 ・ 行政の協働により、2050年までに二酸化

炭素排出量を実質ゼロにする「ゼロカ ー ボンシティ」の実現を目指すことを、ここに宣言し

ます。

令和4年4月10日 富土見市
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